
《
研
究
ノ
ー
ト
)

優
陀
那
和
上
の
事
観
と
現
代

三

原

正

資

(
現
代
宗
教
研
究
所
嘱
託
)

優
陀
那
和
上
(
以
下
和
上
と
略
称
す
)
の
生
き
た
時
代
と
現
代
と
は
、
明
治
維
新
と
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
と
い
う
二
つ
の
歴
史
的
事
件
に

ょ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
歴
史
的
変
動
の
大
き
さ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
教
学
を
理
解
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
時
代
認
識
に
よ
っ
て
、
和
上
は
自
覚
的
に
日
蓮
聖
人
の
教
学
を
変
え
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
和
上
の
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

要
因
の
一
つ
が
近
代
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
和
上
の
教
学
の
基
盤
に
さ
え
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

今
な
お
わ
れ
わ
れ
は
近
代
思
想
の
う
ね
り
の
中
に
い
る
が
、
そ
こ
に
和
上
を
理
解
す
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

対
立
し
っ
づ
け
た
近
代
思
想
と
宗
教
は
、
世
界
観
を
め
ぐ
っ
て
対
話
し
交
流
す
る
時
に
来
て
い
る
。
日
蓮
教
団
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は

取
り
も
直
さ
ず
、
一
念
三
千
忠
相
∴
㍗
意
義
を
問
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
和
上
の
宗
教
的
哲
学
書
と
も
い
う
べ
き
『
一
念
三
千
論
』
を
読
み
、
『
一
念
三
千
論
』
に
お
け
る
事
観
と
そ
の
世
界
観
、
『
一

念
三
千
諭
』

に
み
ら
れ
る
近
代
的
思
惟
、
そ
し
て
『
一
念
三
千
論
』
と
超
越
的
実
在
者
の
問
題
に
つ
い
て
所
感
を
述
べ
た
い
。
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一
、
事
観
と
そ
の
世
界
観

『
一
念
三
千
論
』
は
、
数
量
、
本
末
、
造
成
、
広
略
、
理
事
、
本
述
、
台
当
:
小
念
、
空
有
、
権
実
の
全
十
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

和
上
は
第
一
章
・
第
二
章
に
お
い
て
一
念
三
千
の
法
数
を
構
成
す
る
語
句
を
検
討
し
、

立
十
界
者
横
収
迷
僧
体
也
。
立
十
知
者
堅
収
因
果
用
也
。
更
加
三
世
間
者
具
開
依
正
也
。
(
充
全
三
-
≡
頁
)

と
述
べ
、
三
千
と
は
存
在
と
世
界
を
時
間
的
・
空
間
的
に
と
ら
え
、
そ
れ
を
本
体
と
作
用
の
面
で
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
と
明
か
す
。

そ
霊
牒
三
章
雷
、
哨
・
ノ
法
牒
思
懐
と
の
凋
係
霊
半
解
崩
し
て
、
二

ハ

ハ

リ

二

ハ

ハ

リ

二

若
迷
若
悟
但
在
於
十
界
。
若
縛
若
脱
但
在
於
凡
聖
。
若
教
若
行
但
在
於
因
果
。
著
書
若
楽
但
在
於
六
凡
。
若
得
若
失
但
在
於
四
聖
。

二

仁
一
ヲ

ツ
二

戸

シ
二
一
ヲ

二
一

ヲ
。
-

故
二
乗
作
仏
抜
迷
惑
之
本
久
遠
実
成
立
倍
達
之
本
。
百
界
千
如
弁
修
因
感
果
之
所
由
十
界
常
住
朋
非
縛
非
脱
之
宗
致
。
(
三
±
一
四
頁
)

と
言
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
一
念
三
千
」
と
い
う
一
語
が
仏
教
の
基
本
、
法
華
経
本
遽
二
門
の
思
想
に
立
脚
し
、
し
か
も
そ
の
精
髄
を
包
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含
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

譲
二

第
袈
琵
擢
雅
綾
弼
謙
燕
蕪
辞
岩
互
崇
崇
十
界
常
鮎
。
…
九
一

一

一
一
一

一

一
一
一

一
二

一

レ
一
一

一

二

一

体
一
生
仏
無
二
。
…
・
九
界
即
仏
界
故
排
修
因
之
義
。
仏
界
即
九
界
故
非
感
果
之
事
体
本
一
美
也
。
(
三
-
四
二
頁
)

す
な
わ
ち
本
門
に
お
い
て
は
十
界
は
本
よ
り
一
乗
で
あ
り
、
一
念
三
千
の
互
具
・
十
知
と
い
う
教
義
・
概
念
は
迩
門
の
生
・
仏
相
対
の

法
相
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

和
上
は
、
こ
の
寿
量
顕
本
の
処
当
に
現
前
し
て
い
る
本
成
一
果
十
界
常
住
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
種
々
の
説
明
を
試
み
る
。

た
と
え
ば
、



然
界
々
皆
龍
田
融
者
十
実
非
十
但
仏
界
而
己
。
十
己
無
。
何
論
互
融
耶
…
:
己
仏
果
上
之
十
也
。
更
論
互
具
果
何
益
耶
。
(
三
-
九
〇

一

レ

二

一

-

一

貫
)

と
本
成
一
果
十
界
常
住
の
説
を
論
難
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
る
。

当
知
十
界
差
別
故
互
具
有
功
互
融
有
徳
也
。
若
仏
果
化
現
十
界
者
仏
日
見
互
融
如
修
羅
渡
海
。
何
奇
特
之
有
平
。
仏
智
妙
而
於
差
見

レ

し

レ

二

一
一

口

し

無
意
故
即
妙
也
。
…
:
岩
夫
九
界
華
美
迷
九
界
則
別
各

論
因
果
依
正
終
無
詮
也
。
当
知
見
其
互
具
互
融
但
在
仏
界
也
。
…
:
九
界
若

一

一

レ

レ

二

融
失
九
界
自
相
。
九
界
不
融
即
是
九
界
実
相
。
‥

ク
∴
∴
ハ

ク

ハ

シ

レ

ノ

ン
ク
レ
パ

ス

二

祖
云
火
熱
水
冷
是
諸
法
実
相
。
火
若
冷
非
妙
法
。

‥
界
々
円
融
者
自
是
仏
界
家
之
十
界
百
界
三
千
耳
。
未
必
九
界
日
柄
也
。
…
‥
宗

水
若
熱
非
妙
法
也
。
(
三
-
九
〇
頁
)

二

一

本
門
の
世
界
観
で
は
、
「
本
成
一
果
」
と
「
十
界
常
住
」
と
い
う
相
互
に
矛
盾
す
る
概
念
が
矛
盾
し
っ
つ
柏
即
し
、
相
即
し
っ
つ
否
定
し

あ
う
。
そ
こ
に
こ
れ
を
理
解
し
受
容
す
る
こ
と
の
困
難
で
あ
る
所
以
が
あ
る
。
理
解
し
て
も
受
容
で
き
な
い
境
界
で
あ
ろ
う
。
本
門
に
お

い
て
は
十
界
は
差
別
の
自
柏
を
保
持
し
っ
つ
、
そ
の
当
処
が
一
体
の
仏
界
で
あ
る
と
示
し
、
こ
れ
は
一
往
仏
智
の
所
見
で
あ
る
と
す
る
。

第
五
章
で
は
、
理
事
二
観
を
詳
細
に
説
明
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
観
法
の
典
拠
、
定
義
、
専
行
と
の
関
係
を
明
か
し
て
い
る
。

本
宗
で
は
、
元
来
、
専
行
唱
題
が
正
行
と
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
修
観
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
和
上
は
、

当
家
正
行
本
不
倫
修
観
。
…
:
但
密
石
其
義
耳
。
…
:
密
有
其
義
者
、
已
開
立
事
観
名
故
、
正
明
-
行
法
名
親
心
本
尊
抄
故
、
云
以
信

代
慧
故
、
放
伐
妙
解
立
妙
行
対
本
尊
修
唱
題
。
意
即
在
観
行
也
。
蓋
其
源
団
結
経
云
不
入
三
昧
但
受
持
故
専
心
修
習
心
々
相
次
不
離

大
乗
乃
至
是
名
正
観
。
即
唱
題
即
観
意
也
。
(
三
-
九
四
頁
)

と
述
べ
て
、
唱
題
に
と
も
な
う
修
観
を
明
か
す
こ
と
の
根
拠
と
そ
の
必
要
性
を
論
じ
た
。
こ
れ
は
ま
た
『
一
念
三
千
論
』
執
筆
の
動
機
で

も
あ
り
、
和
上
は
こ
の
中
で
法
華
経
の
世
界
観
・
人
生
観
を
話
し
た
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
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さ
て
、
和
上
は
事
観
を
定
義
し
て
い
う
。

所
謂
事
観
者
即
一
念
三
千
観
法
也
。
三
千
法
体
正
是
事
相
。
事
相
本
体
即
是
久
遠
実
成
無
作
三
身
。
…
三
一
千
但
仏
身
。
仏
身
但
是

ヌ

自
己
全
体
。
…
:
如
是
親
自
身
即
当
家
正
観
也
。
(
三
-
九
四
頁
)

事
観
と
は
、
衆
生
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
に
お
い
て
は
、
釈
尊
顕
本
は
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
み

て
よ
い
。
「
本
成
一
果
十
界
常
住
」
と
は
ど
の
よ
う
な
世
界
観
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
事
観
は
必
ず
専
行
唱
題
と
伴
な
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
事
観
と
事
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

事
観
事
行
同
異
者
、

ロ
業
唱
題
是
名
車
行
。
妙
解
対
本
尊
是
名
事
観
。
然
事
観
必
兼
専
行
、
事
行
不
必
有
事
観
。
(
三
-
一
〇
三
頁
)

二

-

二

一

二

一

二

一

三

二

一

と
述
べ
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
観
の
世
界
を
法
華
経
の
中
に
看
取
し
て
、

釈
本
文
者
理
事
一
念
三
千
並
以
寿
量
実
相
為
本
源
。
(
三
-
一
三
三
頁
)

と
述
べ
、
寿
量
品
の
「
於
是
中
間
説
燃
燈
仏
等
」

の
一
節
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
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於
是
中
間
者
堅
挙
三
世
諸
仏
也
。
処
々
自
説
者
横
挙
十
方
諸
仏
也
。

二

一

一

一

者
寧
得
余
仏
乎
。
…
…
塔
品
来
集
預
表
之
、
地
酒
出
現
祇
顕
是
事
。

レ

ノ

シ

ル

二

…
・
当
知
三
世
十
方
諸
仏
無
罪
釈
迦
仏
・

レ

レ

二

一

レ

ノ

ノ

ス

:
則
知
九
界
当
成
仏一

ノ

ヲ

是
即
事
一
念
三
千
本
説
、
三
千
世
間
成
一
仏
色
心
。
(
三
-
一
三

三
頁
)

す
な
わ
ち
、
宝
塔
品
か
ら
涌
出
・
寿
量
品
の
説
相
は
、
三
千
世
間
が
一
仏
の
色
心
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
事
一
念
三
千

を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
事
観
の
根
源
が
あ
る
と
い
う
。

第
七
章
で
は
、
夏
祭
羅
本
尊
を
事
観
の
面
で
論
じ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
尊
為
体
約
教
則
仏
身
形
容
、
約
観
則
自
身
相
貌
。

レ
ハ

ク

レ

シ

ノ

ヲ

然
正
是
図
出
本
門
無
作
三
身
仏
像
、

レ

レ

以
令
達
即
是
自
己
全
身
形
容
。
…
…
寿
量

レ

一



所
顕
無
作
三
身
一
身
一
念
循
於
法
界
三
千
世
間
総
体
一
仏
也
。
対
比
本
尊
直
令
了
自
己
色
心
全
相
。
(
三
-
二
〇
八
頁
)

さ
き
ほ
ど
の
事
観
の
定
義
、
そ
し
て
こ
の
本
尊
観
か
ら
も
、
事
観
と
は
仏
と
世
界
と
自
己
を
一
者
と
み
る
一
元
的
世
界
観
で
あ
る
と
い

ぇ
る
。
こ
の
世
界
と
は
別
の
次
元
に
宗
教
的
価
値
の
世
界
を
指
定
し
、
そ
れ
を
志
向
す
る
こ
と
は
な
い
。
仏
は
全
宇
宙
に
遍
在
し
、
あ
な

た
も
わ
た
し
も
仏
で
あ
り
、
そ
し
て
す
べ
て
は
一
者
で
あ
る
。
こ
れ
が
事
観
即
成
で
あ
る
と
い
っ
て
は
言
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

第
十
章
で
は
、
『
一
念
三
千
論
』
の
結
論
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
元
的
世
界
観
に
お
け
る
悪
の
存
在
を
問
題
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
四
悪
趣
の
よ
う
な
、
「
鹿
悪
卑
醜
・
苦
悩
毒
害
・
自
損
毀
他
」
に
満
ち
た
世
界
は
断
尽
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
そ
れ
ら
が
、
「
妙
某
所
証
」
に
属
す
る
と
は
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
か
り
に
こ
の
よ
う
な
悪
法
が
妙
栗
に
属
す
る
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
教
行
は
全
く
無
用
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
を
お
こ
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
和
上
は
、
同
体
・
寂
性
・
相
顕
・
一
異
・
照
映
・
具
足
・
随
情
・
因
果
の
八
不
可
思
議
を
も
っ
て
事
一
念
三
千
の
世

界
観
を
明
か
し
、
妙
栗
に
属
す
る
悪
法
の
問
題
に
解
決
を
こ
こ
ろ
み
る
。

和
上
は
言
う
、

如
火
損
害
如
水
増
益
皆
彼
此
妙
用
耳
。
豊
少
量
測
法
界
乎
。
徒
憎
愛
偏
執
耳
。

泥
臭
出
妙
筆
玉
手
出
膿
血
。
甘
糖
生
聖
母
地
生
珠
。
美
悪
匪
由
彼
。
憎
愛
全
由
己
。
塵
々
非
実
質
。
法
々
空
理
巧
用
耳
。

し

し

レ

レ

レ

暴
害
助
士
威
、
刑
伐
顕
武
備
。
纏
縛
顕
解
脱
、
三
悪
顕
三
智
。
受
苦
発
大
華
…
・
法
々
相
発
、
事
々
柏
顕
。
(
三
-
二
三
〇
̃
二
三
頁
)

こ
れ
ら
は
同
体
・
寂
性
・
柏
顕
の
不
可
思
議
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
和
上
は
、
「
一
班
管
見
」
(
三
-
二
三
一
貫
)
に
よ
っ
て

法
界
の
妙
用
を
判
断
し
て
ほ
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

し
か
し
諸
法
に
お
い
て
是
非
善
悪
の
情
執
を
捨
離
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
ま
さ
に
そ
こ
に
事
観
の
理
解
し
が
た
い
所
以
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
(
:
・
-
一
〇
二
頁
)
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和
上
は
、

信
ズ
ト
モ
安
住
シ
ガ
タ
ン
。
上
々
智
ノ
人
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
究
寛
シ
テ
受
用
シ
ガ
タ
ン
。
(
『
庚
戌
雑
答
』
四
-
三
六
九
頁
)

と
述
べ
る
。
た
と
え
、
わ
た
し
た
ち
の
感
情
が
そ
れ
を
受
容
で
き
な
い
と
し
て
も
、
事
観
は
世
界
に
対
す
る
絶
対
肯
定
を
わ
れ
わ
れ
に
教

え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
世
界
観
は
従
来
東
洋
的
一
元
論
と
し
て
、
進
歩
・
改
革
・
実
践
の
思
想
と
比
較
し
て
低
次
元
に
位
置
す
る
も
の
と
さ
れ
、

あ
る
い
は
政
治
体
制
を
肯
定
す
る
思
想
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
事
観
の
世
界
観
は
幾
重
も
の
教
義
の
上
に
展

開
さ
れ
る
高
次
の
宗
教
的
世
界
で
あ
る
か
ら
、
う
か
っ
に
速
断
し
て
は
な
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
な
事
観
の
も
つ
問
題
点
に
つ
い
て
、
和
上
は
、

問
、
執
自
身
即
走
者
云
何
。
答
、
是
全
不
知
教
法
大
体
、
大
矢
仏
道
元
意
。
未
定
与
議
一
也
。
(
三
-
三
九
頁
)

-

レ

一

一

ノ

一

レ

一

と
論
じ
、
あ
る
い
は
、

体
二
約
ス
ル
具
遍
ハ
…
…
昔
日
マ
デ
凡
夫
卜
謂
ヒ
シ
ヲ
今
日
ヨ
リ
仏
陀
卜
謂
フ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
増
進
ノ
益
ナ
シ
。
(
『
庚
戌
雑
答
』
四
-
三

六
四
頁
)

と
厳
し
く
い
ま
し
め
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
道
の
元
意
を
知
ら
な
い
も
の
が
不
用
意
に
事
観
を
論
ず
る
こ
と
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
と
い

註
六

え
よ
う
。

コ
ノ
妙
道
ヲ
開
示
シ
テ
修
行
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
安
心
ヲ
得
…
…
下
賎
顛
苦
ノ
当
位
世
事
煩
雑
ノ
中
二
於
テ
…
…
大
安
心
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
。

(
『
双
照
二
親
精
要
篇
』

四
-
一
八
九
頁
)

と
い
う
和
上
の
こ
と
ば
は
、
事
観
の
説
意
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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二
、
『
一
念
三
千
論
』

に
み
ら
れ
る
近
代
的
思
惟

『
一
念
三
千
論
』
を
中
心
と
す
る
優
陀
那
教
学
の
成
立
を
促
し
た
時
代
状
況
の
な
か
で
、
わ
た
し
た
ち
が
注
目
す
べ
き
は
排
仏
論
で
あ

る
。儒

学
者
を
中
心
と
し
た
排
仏
論
は
、
一
は
須
弥
山
説
・
輪
廻
転
生
説
な
ど
の
宇
宙
観
、
来
世
観
、
因
果
観
な
ど
の
思
想
内
容
に
対
す
る

批
判
、
一
は
大
乗
非
仏
説
論
を
中
心
と
す
る
仏
教
に
対
す
る
歴
史
学
的
な
批
判
の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
な
か
で
も
富
永

仲
基
・
山
片
播
桃
な
ど
の
合
理
的
、
科
学
的
立
場
で
の
仏
教
批
判
は
、
仏
教
側
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
。
(
柏
原
祐
泉
「
近
世
の
排
仏
思
想
」

岩
波
日
本
思
想
大
系
『
近
世
仏
教
の
思
想
』
所
収
)

和
上
は

『
学
仏
具
眼
紗
』

で
、

大
小
権
実
ノ
教
法
、
皆
真
実
ハ
一
分
ニ
シ
テ
、
九
分
ハ
方
便
ナ
リ
。
(
四
-
三
五
〇
頁
)

と
、
い
わ
ゆ
る

「
教
柏
方
便
説
」

を
主
張
し
た
。

こ
れ
は
、
法
華
経
の
各
品
の
説
相
に
合
理
的
立
場
か
ら
の
批
判
を
お
こ
な
い
、

序
品
ノ
六
瑞
ヨ
リ
普
賢
ノ
東
来
迄
、
皆
釈
迦
老
和
尚
席
上
ノ
巧
談
奇
詞
ニ
シ
テ
、
一
切
美
事
ニ
ア
ラ
ズ
…
‥
又
六
道
輪
廻
モ
虚
談
ナ

ル
コ
ト
具
サ
ニ
仏
法
元
略
二
説
ク
ガ
如
シ
。
(
四
-
三
五
三
頁
)

と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
末
期
の
思
想
界
の
熱
気
の
感
じ
ら
れ
る
文
章
で
あ
る
。
『
最
美
事
論
』
に
は
、
後
年
の
和
上
の
心
境
・
立
場

の
変
化
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
「
教
相
方
便
説
」
は
現
代
か
ら
観
て
も
た
い
へ
ん
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
和
上
の
立
場
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
和
上
の
教
学
が
当
時
の
近
代
的
な
合
理
的
、
科
学
的
立
場
か
ら
の
仏
教
批
判
を
受
容
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、
和
上
が
近
代
的
思
惟
に
立
っ
て
教
学
を
構
築
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
『
一
念
三
千
諭
』
第
五
章
の
「
芥
子
須
弥
柏
入
」
に
つ
い
て
の
叙
述
に
、
和
上
の
近
代
的
思
惟
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
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思
う
。問

、
如
彼
芥
子
相
人
等
。
但
是
神
変
幻
化
非
美
事
平
。
答
…
:
若
従
凡
見
芥
子
是
小
須
弥
是
大
。
何
得
相
入
。
(
三
-
五
一
頁
)

問
、
法
法
周
偏
法
界
相
柏
相
入
。
是
則
排
大
混
乱
柏
平
。
聖
智
聖
眼
離
不
可
測
量
豊
不
難
信
平
。
答
、
且
如
人
見
樹
木
。
一
見
能
見

レ

レ

一

レ

レ

無
量
枝
葉
花
菓
飛
禽
虫
類
…
:
是
則
肉
眼
不
可
思
議
也
。
無
量
色
相
能
入
一
眼
来
、
是
則
色
相
不
可
思
議
也
。
(
三
-
五
二
頁
)

一
念
能
了
別
知
識
即
是
妙
也
。
問
、
是
衆
人
所
悉
如
何
奇
特
之
有
。
答
、
是
現
前
之
事
、
故
衆
人
知
之
。
若
推
其
所
以
然
者
誰
能
弁

一

レ

レ

之
。
如
来
不
能
説
亦
不
能
思
議
也
。
(
三
-
五
六
頁
)

こ
れ
ら
の
文
章
を
読
む
と
、
ま
ず
「
芥
子
須
弥
相
入
」
と
い
う
宗
教
的
真
理
は
、
常
識
の
上
か
ら
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

を
お
こ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
い
で
、
一
念
三
千
(
芥
子
須
弥
相
入
)
と
い
う
宗
教
的
真
理
を
論
証
す
る
た
め
に
、
眼
根
が
対
象
を

把
握
す
る
と
い
う
現
実
の
事
象
を
分
析
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
的
真
理
は
現
象
と
も
深
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
に
う
か
が
え
る
の
は
、
宗
教
的
立
場
に
も
と
ず
く
断
定
で
は
な
く
、
常
識
か
ら
お
こ
さ
れ
る
疑
問
を
重
ん
じ
、
さ
ら
に
現
実
に
対

す
る
精
緻
な
観
察
に
も
と
ず
く
論
証
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
る
。

あ
る
い
は
『
妙
宗
本
尊
略
弁
』
の
以
下
の
叙
述
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
『
一
念
三
千
論
』
第
十
章
の
八
不
可
思
議
の
叙
述
が
、
和
上
の

自
然
と
社
会
に
対
し
て
の
鋭
い
観
察
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

夫
現
前
事
相
ノ
妙
法
ヲ
観
ス
ル
ニ
天
気
地
味
山
薬
海
藻
食
シ
来
テ
自
己
ノ
身
肉
ト
ナ
リ
、
自
身
ノ
皮
膚
毛
爪
垢
積
便
塵
下
シ
去
テ
千

山
万
田
人
民
鬼
畜
ノ
食
困
ト
ナ
リ
肉
困
ト
ナ
リ
、
又
天
雨
海
水
渓
流
叢
露
来
テ
自
己
ノ
潤
膏
ト
ナ
リ
、
自
身
ノ
沸
唾
汗
膏
小
水
等
去

テ
人
畜
草
木
ノ
滋
沢
ト
ナ
リ
、
又
三
際
ノ
気
十
方
ノ
鳳
来
テ
自
己
ノ
気
息
運
命
ト
ナ
リ
、
自
己
ノ
風
喘
気
息
去
テ
天
気
地
風
人
命
獣
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息
ト
ナ
リ
、
又
天
暑
地
熱
木
火
温
煩
来
テ
自
己
ノ
温
成
血
気
ト
ナ
リ
、
自
己
ノ
温
熱
去
テ
天
下
ノ
陽
気
温
暖
ト
ナ
リ
、
十
方
ノ
虚
空

常
二
鼻
端
二
入
り
、
循
身
ノ
毛
孔
譲
テ
万
物
ノ
含
象
卜
成
コ
ト
ヲ
知
ナ
ラ
ハ
、
事
ノ
一
念
三
千
ノ
相
及
ヒ
身
上
循
法
界
ノ
体
須
英
二

了
達
シ
、
一
身
無
量
身
一
法
一
切
法
円
融
無
擬
ノ
相
摂
相
異
ノ
現
、
刹
那
に
信
解
ス
ル
ニ
堪
ク
リ
。
(
三
-
四
〇
九
頁
)

現
代
の
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
は
仏
教
の
世
界
観
と
科
学
的
世
界
観
と
の
同
質
性
に
注
目
し
て
い
る
の
で
、
今
日
で
は
和
上
の
こ
の
事
一

念
三
千
の
世
界
観
も
奇
異
と
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
代
の
生
態
学
の
叙
述
を
連
想
さ
せ
る
こ
の
一
節
が
、
事

観
、
本
尊
観
の
説
明
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
。
こ
こ
に
き
た
っ
て
、
事
観
と
は
宇
宙
に
現
象
す
る
万
物
は
自
己
を
ふ
く
め
て
す
べ
て
密
接
な

関
係
の
も
と
に
存
在
し
、
こ
の
意
味
で
は
全
体
が
一
者
で
あ
る
と
い
う
世
界
観
・
宇
宙
観
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。
和
上
は
こ
の
こ
と
を
直

観
と
し
て
述
べ
た
の
で
は
な
く
、
現
象
を
観
察
し
て
確
信
し
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

「
如
火
損
害
如
水
増
華
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
現
代
科
学
に
お
い
て
も
台
風
は
損
害
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、

一
個
の
生
命
体
と
し
て
の
地
球
の
一
つ
の
働
き
で
あ
り
、
赤
道
を
中
心
と
す
る
大
気
の
循
環
が
、
も
し
な
け
れ
ば
、
地
球
は
寒
暑
の
は
げ

し
い
過
酷
な
気
候
と
な
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
。
近
代
的
思
惟
に
立
つ
和
上
の
事
観
は
、
近
代
的
世
界
観
を
は
る
か

に
超
え
て
、
現
代
科
学
の
世
界
観
と
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
念
三
千
の
世
界
観
を
継
承
し
表
現
し
た
の
が
、
田
中
智
学
師
の
系
統
に
学
ん
だ
宮
沢
賢
治
で
あ
る
。
そ
の
作
品
は
西
欧

の
近
代
的
世
界
観
に
対
し
て
、
一
念
三
千
の
思
想
に
も
と
ず
く
仏
教
的
生
命
観
・
世
界
観
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
梅
原
猿
『
地
獄
の
思

想
』
中
公
新
書
)

こ
の
よ
う
に
自
然
観
・
宇
宙
観
と
し
て
一
念
三
千
思
想
を
理
解
す
る
の
は
原
意
に
沿
わ
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
た
し
か
に
.
そ
の
批

判
に
は
傾
聴
す
べ
き
点
も
あ
る
。
し
か
し
、
和
上
は
そ
の
合
理
的
思
惟
に
も
と
ず
く
一
念
三
千
理
解
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
須
弥
山
説
な
ど

∵
代
る
仏
教
的
世
界
観
(
自
然
観
・
宇
宙
観
・
生
命
観
)
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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三
、
『
一
念
三
千
論
』

と
超
越
的
実
在
者

和
上
は
、
寿
量
顕
本
に

「
悟
達
之
本
」
す
な
わ
ち
衆
生
成
仏
の
根
拠
を
み
た
の
で
あ
り
、
久
成
釈
尊
を
衆
生
を
救
済
す
る
超
越
的
実
在

者
と
し
て
指
定
し
、
こ
れ
を
仰
い
だ
の
で
は
な
か
っ
た
。
科
学
的
合
理
的
立
場
か
ら
の
仏
教
批
判
を
受
容
し
た
和
上
は
、
「
三
千
但
仏
身
、

仏
身
但
是
自
己
全
体
也
」

と
い
う
普
遍
的
な
二
刀
的
世
界
観
に
教
学
の
基
礎
を
も
と
め
、
生
・
仏
が
隔
絶
し
た
二
元
的
世
界
観
か
ら
生
ま

れ
る
超
越
的
実
在
的
仏
陀
観
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『
学
仏
具
眼
紗
』
に
「
釈
迦
老
和
尚
」
の
表
現
す
ら
あ
る
所
以
で
あ
る
。
超
越
的

仏
陀
観
は
、
和
上
に
と
っ
て
は
、
『
綱
要
正
議
』
に
「
念
仏
局
期
西
方
偏
頗
他
力
」

(
三
-
二
四
六
頁
)
と
評
し
た
浄
土
門
の
所
立
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
『
妙
宗
本
尊
略
弁
』
で
は
、
法
本
尊
は
「
眼
前
ノ
迷
惑
」

(
三
-
三
七
七
頁
)
で
あ
る
と
し
て
仏
本
尊
を
主
張
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
仏
陀
観
は
普
遍
的
、
内
在
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

後
に
、
山
川
智
応
師
は
こ
の
こ
と
に
ふ
れ
て
、

「
本
尊
略
弁
附
録
」

に
い
た
り
て
は
、
名
は

『
久
成
釈
尊
』
、
相
は

『
妙
経
題
目
』
、
実
は

『
行
者
自
体
』

と
説
い
て
、
全
く
汎
神
教

的
な
ら
し
め
ら
れ
た
の
は
、
千
慮
の
一
失
と
い
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
『
観
心
本
尊
抄
講
話
』
一
三
頁
)

と
批
判
し
、
自
身
は
仏
陀
観
に
つ
い
て
、

一
仏
化
導
の
始
終
の
種
・
熟
・
脱
三
益
と
い
ぶ
も
の
は
、
一
に
本
仏
実
在
の
上
に
の
み
説
き
得
べ
き
も
の
で
、
実
在
の
本
仏
を
中
心

と
せ
ざ
る
と
こ
ろ
に
は
、
三
益
は
成
立
し
な
い
。
(
同
一
〇
頁
)

と
述
べ
、
「
超
越
的
な
る
本
仏
実
在
」

(
同
一
一
頁
)

を
強
調
し
、
そ
の
立
場
か
ら
日
蓮
聖
人
の
宗
教
の
本
質
に
つ
い
て
は
、

聖
人
の
仏
教
は
、
そ
の
唯
一
本
仏
の
実
在
、
そ
の
預
言
、
そ
の
遣
使
還
告
、
そ
の
世
界
的
救
済
の
可
能
、
な
ど
い
ぶ
こ
と
を
説
く
と

こ
ろ
の
特
殊
の
仏
教
(
同
五
八
頁
)

で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
ろ
み
に
、
和
上
の
教
柏
方
便
説
と
山
川
師
の
所
説
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
両
師
の
仏
陀
観
の
相
異
す
る
理
由
の
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一
端
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

和
上
の
本
尊
観
に
つ
い
て
は
、
執
行
海
秀
師
も
同
様
の
指
摘
を
な
し
、

日
輝
は
そ
の
所
論
の
趣
く
と
こ
ろ
、
本
尊
の
実
体
を
個
々
の
当
体
に
求
め
、
宗
教
的
客
体
と
し
て
の
本
仏
の
常
住
と
、
そ
の
慈
悲
救

済
の
客
観
性
に
就
て
は
顧
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
(
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
四
五
頁
)

と
言
い
、
師
自
身
は
、

久
遠
以
来
、
常
住
不
滅
に
衆
生
を
済
度
し
た
も
う
と
こ
ろ
の
、
久
遠
の
仏
の
実
在
を
認
め
…
:
在
他
の
存
在
と
し
て
超
越
す
る
(
『
日

蓮
宗
信
仰
の
種
々
相
』
一
五
六
頁
)

と
こ
ろ
の
釈
尊
を
本
尊
と
し
て
仰
ぐ
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
在
他
に
実
在
す
る
本
仏
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
存
在
と
は
異
な
る
こ
と
は
、
両
師
が
と
も
に
詳
記
し
て
い
る
。

執
行
師
は
、
そ
の
本
仏
に
つ
い
て
、

人
間
が
そ
の
人
格
を
完
成
し
、
そ
の
自
我
が
宇
宙
大
に
拡
大
せ
ら
れ
た
「
覚
者
」
に
外
な
ら
な
い
…
:
「
真
如
」
に
一
如
し
た
人
間

な
の
で
あ
り
ま
す
。
(
右
同
二
三
三
頁
)

と
説
明
す
る
。
こ
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
超
越
的
実
在
者
の
本
質
は
、
和
上
の
い
う
事
観
の
当
処
に
現
前
す
る
無
作
三
身
の
覚

体
と
ほ
ぼ
同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

山
川
、
執
行
面
師
は
、
な
ぜ
超
越
的
実
在
者
を
指
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
法
華
経
如
来
寿
量
品
の
仏
陀
観
に
由
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
両
師
の
信
仰
の
要

請
の
う
ち
に
そ
れ
が
現
前
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
時
代
状
況
の
相
違
で
あ
る
。
こ
と
に
山
川
師
の
場
合
に
重
要
な
原
因
と
な
る
。

和
上
の
生
き
た
江
戸
末
期
は
、
近
代
的
合
理
的
思
惟
に
も
と
ず
く
文
化
は
成
熟
し
、
知
識
人
の
活
動
は
活
発
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
封

建
的
な
公
権
力
は
、
な
お
閉
塞
的
な
時
代
状
況
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
。
『
弘
経
要
義
』
に
い
う
、
「
今
也
国
法
厳
重
不
許
私
改
宗
」
(
三

レ
一

-

重罰門



-
三
頁
)
と
い
う
状
態
は
、
わ
た
し
た
ち
の
想
像
を
超
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
信
教
の
自
由
な
活
動
は
体
制
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
と
し
て
禁

じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
維
新
以
来
、
日
本
は
い
ち
お
う
信
教
の
自
由
を
保
障
し
、
国
力
の
海
外
へ
の
進
展
と
と
も
に
、
仏

教
界
に
も
再
び
活
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
西
欧
文
明
、
こ
と
に
キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透
は
仏
教
界
に
新
た
な
刺
激
を
も
た
ら
し
対

応
を
追
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
山
川
師
は
日
蓮
聖
人
の
宗
教
を
、

統
一
的
超
越
的
・
普
遍
的
内
在
的
・
儀
表
的
実
践
的
な
る
三
種
の
宗
教
思
想
を
完
全
に
統
融
せ
る
宗
教
(
『
観
心
本
尊
抄
講
話
』
一
六
六

頁
)

と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
根
底
に
超
越
的
実
在
者
と
し
て
の
仏
陀
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

和
上
に
お
い
て
は
、
一
念
三
千
の
原
理
の
内
在
性
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
超
越
的
一
神
論
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
念
三
千
の
原
理
の
超
越
性
の
一
面
が
自
覚
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
か
。
こ
の
超
越
的
仏
陀
観
も
、
超
越
す
る
も
の
が
内
在
す
る
と
い

う
一
念
三
千
の
世
界
観
の
原
理
の
範
疇
で
、
更
に
考
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

一
念
三
千
は
、
生
・
仏
不
二
一
体
論
が
根
底
に
あ
る
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
を
は
じ
め
と
す
る
一
神
教
と
は
原
理
的
に
は
全
く
相
反
す
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
山
川
師
が
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
は
諸
種
の
宗
教
を
完
全
に
統
融
す
る
も
の
と
考
え
た
よ
う
に
、
今
後
、
日
蓮
教
学

の
思
想
的
原
理
で
あ
る
一
念
三
千
論
は
更
に
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

我
々
が
作
り
上
げ
た
新
し
い
世
界
で
自
滅
す
る
の
を
免
れ
る
に
は
、
今
の
一
世
代
の
う
ち
に
五
千
年
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は

百
万
年
も
続
い
た
習
慣
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
『
現
代
が
受
け
て
い
る
挑
戦
』
(
二
五
九
頁

新
潮
選
書
)
の
一
節
で
あ
る
。
現
代
世
界
が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
に

取
り
組
む
に
は
、
従
来
の
進
歩
・
改
革
の
思
想
に
加
え
て
深
い
智
恵
と
世
界
観
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。
一
念
三
千
の
思
想
に
は
そ
れ
だ

け
の
奥
行
が
あ
る
と
信
じ
る
。
近
代
的
思
惟
の
上
に
成
立
し
た
優
陀
那
和
上
の
教
学
、
差
別
あ
る
も
の
の
調
和
、
特
性
を
生
か
し
た
統
一

と
い
う
事
観
が
告
げ
る
世
界
観
は
、
そ
の
先
鞭
で
あ
る
。
そ
し
て
立
正
安
国
と
い
う
日
蓮
教
団
の
願
業
は
、
そ
の
実
践
と
成
就
で
あ
り
た
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い
と
思
う
。

註
一
「
い
か
な
る
大
書
を
つ
く
り
、
法
華
経
を
千
万
部
読
書
写
し
、
一
念
三
千
の
観
道
を
得
た
る
人
な
り
と
も
、
法
華
経
の
か
た
き
を
だ
に
も
せ
め
ぎ
れ
ば

得
道
あ
り
が
た
し
」
(
走
遺
三
三
頁
)
と
の
見
方
か
ら
は
、
和
上
の
立
場
は
許
容
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
善
根
と
軌
は
大
な
る
に
よ
ら

ず
、
又
ち
い
さ
き
に
も
よ
ら
ず
、
国
に
よ
り
、
人
に
よ
り
、
時
に
よ
り
、
や
う
や
う
に
か
わ
り
て
候
」
(
走
遺
一
八
九
九
頁
)
と
い
う
五
義
判
は
、
あ
る

い
は
種
々
の
立
場
を
包
容
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
、
時
代
認
識
す
な
わ
ち
「
知
」
(
定
遺
二
四
三
頁
)
と
い
う
も
の
が
懇
意
的
に
な
る
恐
れ

が
つ
ね
に
つ
き
ま
と
う
の
で
あ
る
。

註
二

本
宗
と
し
て
は
顕
本
の
独
勝
性
を
主
張
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
諸
宗
教
に
そ
の
よ
う
な
類
型
を
み
と
め
、
そ
の
点
か
ら
諸
宗
教
の
対
話
を
試
み
る
人
も

い
る
。
八
木
誠
一
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

わ
が
国
で
は
滝
沢
克
己
が
「
神
と
人
と
の
第
一
義
の
接
触
と
第
二
義
の
接
触
」
を
区
別
す
る
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
を
批
判
的
に
乗
り
こ

え
た
。
神
と
人
と
の
第
一
義
の
接
触
と
は
、
お
よ
そ
人
が
人
で
あ
る
限
り
何
人
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
自
己
成
立
の
根
本
に
「
神
と
も
に
在
す
」

と
い
う
原
事
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
義
の
接
触
と
は
原
事
実
へ
の
開
眼
の
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
の
言
葉
で
言
え
ば
、
前
者
は
「
本
覚
」

に
、
後
者
は
「
始
覚
」
に
対
応
し
よ
う
。
(
八
木
誠
一
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
大
法
輪
第
五
十
四
巻
第
十
二
号
所
収
)

そ
し
て
イ
エ
ス
も
釈
尊
も
、
第
二
義
の
接
触
を
典
型
的
か
つ
円
満
に
成
就
し
た
と
す
る
。
本
宗
に
お
い
て
も
、
顕
本
の
本
質
と
意
義
に
つ
い
て
も
っ
と

語
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

註
三

本
成
一
果
十
界
常
住
に
お
け
る
互
具
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
い
う
。
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註
四

『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
メ
ス
講
話
』
(
山
田
晶
著

新
地
書
房
刊

八
十
七
年
度
大
仏
次
郎
賞
受
賞
)
で
は
、
「
創
造
と
悪
」
と
題
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お

け
る
こ
の
問
題
を
あ
つ
か
う
。

し
か
も
、
「
も
し
神
が
世
界
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
こ
の
世
界
に
悪
が
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
道
元
の
「
も
し
も
本
来
す

べ
て
の
も
の
が
仏
性
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
何
故
三
世
の
諸
仏
は
出
家
し
て
菩
提
を
求
め
た
の
か
」
と
い
う
問
題
と
比
較
し
て
論
じ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
る
。

悉
皆
成
仏
と
か
、
神
に
よ
っ
て
善
さ
も
の
と
し
て
創
ら
れ
た
世
界
と
か
い
わ
れ
る
も
の
が
、
自
分
に
と
っ
て
対
象
的
に
み
ら
れ
る
世
界
の
こ
と
を

い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
じ
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
中
で
善
く
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
く
し
成
仏
さ
せ
て
ゆ
く
べ
き
課
題
と
し
て
の
世

界
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
と
理
解
し
、
そ
れ
を
実
行
し
て
ゆ
く
こ
と
、
こ
の
点
に
両
者
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
(
一
四
一
頁
)

和
上
の
「
本
成
一
果
十
界
常
住
」
の
世
界
観
は
一
段
と
徹
底
し
た
説
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
そ
の
和
上
に
し
て
も
。
体
遍
ズ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
故
二
用

モ
亦
遍
ズ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
時
ハ
近
ク
ハ
四
恩
ヲ
報
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
り
、
遠
ク
ハ
仏
国
ヲ
浄
ム
ル
ノ
願
行
ヲ
起
シ
」
(
充
全
四
-
三
六
四
頁
)
と
述
べ
、
「
道

心
薄
ク
世
楽
二
耽
着
シ
」
た
「
事
観
ノ
行
人
」
(
充
全
四
-
二
九
四
頁
)
を
批
判
し
て
い
る
。

註
五

『
一
念
三
千
論
』
第
五
章
で
、

機
弥
利
別
求
出
離
弥
急
。
厭
求
急
実
理
弥
隠
。
故
時
勝
教
下
、
機
劣
教
高
。
(
三
-
八
八
頁
)

と
い
う
立
場
か
ら
四
教
が
正
像
末
三
時
に
展
転
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
門
事
観
の
世
界
は
こ
の
よ
う
な
教
の
展
開
の
上
に
明
か
さ
れ
て
い

る
も
の
と
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

重
ハ

『
祖
書
綱
要
正
義
』
(
三
-
二
八
三
̃
五
頁
)
に
お
い
て
も
、
事
観
は
「
彼
儒
士
白
楽
於
天
命
」
や
「
彼
外
道
自
然
計
」
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か

墓
園
臆
臆
臆
臆

と
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

註
七

例
え
ば
虚
空
会
に
つ
い
て
言
う
。
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虚
空
会
上
卜
云
ガ
如
キ
人
天
大
会
虚
空
中
天
二
安
処
シ
テ
仏
ノ
説
法
ヲ
聴
シ
二
ハ
ア
ラ
ズ
。
但
ダ
是
レ
婆
婆
即
寂
光
一
切
法
空
ノ
心
地
二
安
住
ス

ル
ヲ
表
ス
ル
迄
也
。
若
シ
然
ラ
ズ
ン
バ
人
間
ノ
果
報
ニ
シ
テ
豊
二
虚
空
二
安
処
ス
べ
ケ
ン
ヤ
。
(
四
-
三
五
二
頁
)

註
八

玉
城
康
四
郎
著
『
仏
教
の
根
底
に
あ
る
も
の
』
三
一
三
頁
(
講
談
社
学
術
文
庫
)

註
九

「
な
ぜ
、
自
然
保
護
か
」
と
題
し
て
、
牧
田
肇
弘
前
大
教
授
は
生
態
系
に
つ
い
て
述
べ
る
。

生
物
は
、
生
産
者
と
し
て
の
植
物
、
消
費
者
と
し
て
の
動
物
、
動
植
物
の
遺
体
を
分
解
す
る
微
生
物
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
に
な
い

な
が
ら
、
相
互
に
依
存
す
る
か
た
ち
で
生
態
系
を
形
成
し
、
生
き
て
い
る
。
…
‥
生
態
系
で
は
、
日
射
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
大
気
の
諸
成
分
・
水
・

生
物
の
栄
養
と
な
る
各
種
の
元
素
・
土
壌
物
質
な
ど
は
常
に
流
動
し
、
生
物
は
こ
の
流
れ
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
存
を
つ
づ
け
て
い
る
。

こ
の
流
れ
が
自
然
の
ま
ま
に
整
然
と
系
統
だ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
が
自
然
生
態
系
で
あ
る
。
(
毎
日
新
聞
六
十
二
年
九
月
七
日
)

宮
坂
宥
勝
氏
は
、
仏
教
の
生
命
観
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

こ
の
よ
う
な
思
想
は
現
代
の
生
物
学
の
見
方
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。
古
典
的
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
か
ら
今
日
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
至
る
ま
で
、

生
命
の
発
生
起
源
、
進
化
発
展
の
法
則
か
ら
見
て
も
、
生
命
の
根
源
は
唯
一
者
で
あ
り
、
種
々
な
分
化
現
象
に
よ
っ
て
環
境
に
順
応
し
た
生
命
形

態
が
現
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
、
と
見
て
い
る
。
(
神
奈
川
新
聞
六
十
二
年
九
月
二
十
二
日
)

註
十

執
行
海
秀
師
は
、
『
日
蓮
宗
信
仰
の
種
々
相
』

で
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

今
日
、
や
や
も
す
る
と
、
仏
法
の
真
如
を
自
然
法
と
同
一
視
す
る
傾
き
が
あ
り
ま
す
。
…
‥
と
こ
ろ
で
釈
尊
に
よ
.
っ
て
悟
ら
れ
た
妙
法
は
、
そ
の

よ
う
な
科
学
的
真
理
と
し
て
の
自
然
法
で
は
な
く
、
釈
尊
に
よ
っ
て
体
得
さ
れ
、
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
(
二
三
四
頁
)

安
藤
俊
雄
氏
は
、
『
天
台
学
』

で
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

一
念
三
千
は
…
‥
日
常
の
一
念
こ
そ
十
界
を
完
全
に
具
備
す
る
法
界
全
体
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
日
常
の
一
念
を
修
道
の
要
処
と
想
う
べ
し
と
い

う
敬
虔
か
つ
厳
粛
な
修
道
的
自
覚
を
基
礎
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
後
代
こ
の
一
念
三
千
法
門
が
純
粋
な
実
相
法
門
あ
る
い
は
世
界
観
的

な
学
説
と
し
て
の
み
解
釈
さ
れ
、
末
代
や
元
代
に
至
っ
て
深
刻
な
論
争
を
生
じ
た
。
(
一
三
一
貫
)
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※
本
稿
は
第
四
十
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
で
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

引
用
は
充
治
園
全
集
に
よ
る
。
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